
 

 

講義３：計画的な管理のための現状把握と管理の実施 

株式会社野生動物保護管理事務所 関西分室 

清野紘典 

 

●対策をはじめるまえに現況の把握を 

➢無計画な捕獲は被害の軽減効果が低く、投資した資金に見合う成果が得られません。ま

た、無計画な捕獲によって地域個体群の保全上のリスクがあがります。 

➢対策の目標を明確にするために、何よりも群れの生息状況を事前に把握する必要があり

ます。被害状況や対策の実施状況についても合わせて情報を収集して下さい。 

 

●生息状況把握のためのセルフチェック５つのステップ 

➢計画的な管理に向け、生息状況把握の段階をセルフチェック☑して下さい。 

□ステップ１：群れがどこに分布しているか 

□ステップ２：群れが推定何群・何頭どこに生息しているか 

□ステップ３：群れの加害レベル（レベル 0～5）を把握しているか 

□ステップ４：管理強化する加害群の行動圏を把握しているか 

□ステップ５：管理強化する加害群の個体数（性・年齢の構成）を把握しているか 

 

●広域的な生息状況把握＜ステップ１～３＞ 

➢主に広域的に管理方針を検討する都府県の役割です。 

➢特定計画の策定・改訂に最低限必要な生息状況モニタリングです。 

 

●管理強化する加害群の生息状況把握＜ステップ４～５＞ 

➢主に対策を主体的に取り組む市町村の役割です。 

➢特定の加害群の管理を強化するために必要な生息状況モニタリングです。 

 

●管理方針、対策の優先度・重点度、対策内容の検討 

➢群れの分布図、群れごとの個体数・加害レベルが明らかになったら、個体群の保護・管

理をグランドデザインし、群れごとにどのような対策を実施するか検討します。 

➢管理方針が決まり管理の目標が明確になれば、限られた予算と体制の投資先を判断でき

効率的で適正な管理につながります。 

 

●対策の効果検証とフィードバック 

➢セルフチェック５つのステップや被害状況を継続して把握することで対策の効果を検証

し、管理目標の達成状況を確認しながら、次の管理施策にフィードバックします。 
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科学的・計画的な管理を進めることができる体系
的なモニタリング

群れに着目し、“群れごと”の管理方針の立案や
具体的な施策を検討できるモニタリング

継続性を担保でき、計画を適切に評価できる費用
対効果の高いモニタリング

保護・管理計画のためのモニタリング



ガイドラインのモニタリングステップ

都府県
保護・管理計画の策定/評価
のためのモニタリング



市町村
管理を強化する加害群の
ためのモニタリング

ガイドラインのモニタリングステップ



ステップ１

市町村等へのヒアリング・アンケート調査



市町村等へのヒアリング・アンケート調査

環境省事業(広島県)の事例

＜群れ出没確認＞
メッシュレベル
：87メッシュ

ステップ１



ステップ１

市町村等へのヒアリング・アンケート調査

岡山県の事例

＜群れ出没確認＞
集落レベル
：512集落



ステップ２

市町村・猟友会等へのヒアリング調査



環境省事業(広島県)の事例

ステップ２

市町村・猟友会等へのヒアリング調査



ステップ３

市町村・猟友会等へのヒアリング調査



ステップ３

環境省事業(広島県)の事例

市町村・猟友会等へのヒアリング調査



加害レベル判定



加害レベル判定



ステップ２・３

サル出没カレンダー調査



ステップ２・３

サル出没カレンダー調査



ステップ２・３

サル出没カレンダー調査

山口県の事例

検出群れ数
：118群
推定個体数
：3,500～4,600頭

第1期第二種特定鳥獣（ニホンザル）管理計画（山口県,2016）



ステップ２・３

サル出没カレンダー調査

山口県の事例

検出群れ数
：118群
推定個体数
：3,500～4,600頭

第1期第二種特定鳥獣（ニホンザル）管理計画（山口県,2016）



群れ管理方針(目標)の検討

環境省事業(広島県/徳島県)の事例



群れ管理方針(目標)の検討



群れ管理方針(目標)の検討



群れ管理方針(目標)の検討



サル出没カレンダー調査
（日誌調査）

＜加害群＞
・118群

低

高

対策
優先度

群れ管理方針(目標)の検討



捕獲オプションの選択

群れ管理方針(目標)の検討



53       40 1

30～50頭

20頭

2

保全

捕獲オプションの選択

群れ管理方針(目標)の検討



環境省事業(広島県/徳島県)の事例

群れ管理方針(目標)の検討



環境省事業(広島県/徳島県)の事例

群れ管理方針(目標)の検討



ガイドラインのモニタリングステップ



ステップ４

テレメトリー調査・GPS首輪調査



ステップ４

GPS首輪調査

環境省事業(徳島県)の事例



ステップ４

GPS首輪調査

環境省事業(徳島県)の事例



ステップ４



ガイドラインのモニタリングステップ



ステップ5

個体数調査

環境省事業(徳島県)の事例



ステップ5

捕獲計画のPDCA

環境省事業(徳島県)の事例



53         40 1 2

被害対策は必須

被害対策

捕獲オプションの選択



被害対策

環境省事業(広島県/徳島県)の事例

集落(代表者)へのアンケート調査

「クマ・サルを引き寄せている集落の放置果樹対策」
兵庫県森林動物研究センターを改変



被害対策

環境省事業(広島県/徳島県)の事例



集落環境点検

「クマ・サルを引き寄せている集落の放置果樹対策」
兵庫県森林動物研究センターを改変

被害対策



市町村

リーダー

地域

被害対策主体

支援

支援

国・県

課題 地域をどのように動かすか → 講義4・6

被害対策



被害対策



実行体制



市

町

村市

町 県
(出先)

・現状把握
・共通認識
・対策戦略の立案

グランドデザイン
個別問題解決

・情報共有

実行体制



対策の効果検証とフィードバック
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

<生息状況把握>
・５ステップ

<被害状況把握>
・アンケート
・集落環境点検
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